
1 高島市マキノ町 水産環境再生 × わんステ

水の恵みを未来へつなぎ、
地域と共に育つまちへ
水産業 × わんステで、
新しい地域の循環をつくる
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2 計画地とエリアマップ
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3  ① 水産環境再生ゾーン

水産環境実証・養殖・きのこ栽培ハウス

・既存2枡を活用した水産環境実証

・アユ繁殖・稚魚育成、ビワマス等の養殖・育成

・水質改善・モニタリング

・きのこ栽培ハウスは1棟のみ

・その他の主要設備は丸型水槽を複数配置

・地域雇用・福祉就労につながる作業機会

水を守る × 魚を育てる × きのこを育てる × 仕事をつくる
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4 ② ドッグカフェ・マスの食事ゾーン

水産事業とわんステをつなぐ、食と交流の中心
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5 ③ わんステ保護施設・ドッグラン



6 ④ 管理ハウス・駐車場ゾーン



7  4つのゾーンを一つにつなぐ

来訪者の体験を、4つのゾーンで一つの流れにします。

見る・学ぶ → 食べる・楽しむ → ふれあう・知る → 支える・つながる

水産が犬を支え、犬が地域へ人を呼ぶ

水産施設を見る・学ぶことから始まり、ドッグカフェで食を楽しみ、わんステで保護犬にふれ、支援や地域とのつなが

りへ進む。施設全体を一つの体験として設計します。
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8  水産業 × わんステという新しいモデル

水産事業の力を、保護犬活動と地域価値へ

水産・きのこ 食・交流 わんステ→ →

水産・きのこ事業が収益と仕事を生み、ドッグカフェや食事が来訪者を増やし、わんステが社会的価値と新しい交流を

つくる。相互に支え合う持続可能な地域モデルを目指します。
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9 地域活性化へ



10  事業を支える仕組み

保護犬活動を寄付だけに依存させず、複数の収益と支援で支えます。

収益の循環

水産事業

きのこ栽培

ドッグカフェ・マス料理

ドッグ関連

地域産品・体験

企業協賛・寄付

事業収益の一部を施設維持とわんステ保護活動へ還元し、社会的価値の向上が来訪者・協賛・地域連携をさらに増やす

循環をつくります。
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11  運営体制

NPO法人 わんステ

保護犬の飼養・管理

譲渡・ドッグラン運営

株式会社バイオリモテックス

協賛企業

水産環境再生・事業開発支援

地域・住民・ボランティア

地域参加・交流・支援

行政、水産関係者、漁協、地域住民、関係機関等との協議・連携を前提に進めます。水産・環境部門は、現地調査、小

規模実証、第三者測定、行政確認を経て段階的に本格運用へ進みます。
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12  私たちの想いとビジョン

マキノ町から、新しい地域共生モデルを

水を守る。　魚を育てる。　きのこを育てる。

犬の命を守る。　食を楽しむ。　人を呼ぶ。

地域を元気にする。

一つの場所で、一つの循環をつくる。

高島市マキノ町 水産環境再生 × わんステモデル

水産資源を育て、水環境を守り、地域の食と交流を生み出す。

保護犬の命を守り、新しい家族へつなぎ、人が集まる地域を目指します。

地域とともに考え、地域とともに育てていく。
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